
資料１ 

次期共生ビジョンの策定及びスケジュールについて 

 

 現行の「能代山本定住自立圏共生ビジョン」の期間は、平成 28 年度から令和２

年度までの５年間となっており、令和３年度以降も取組を継続するため、令和２年

度中に次期共生ビジョンを策定します。 

 

１．策定体制 

  定住自立圏共生ビジョンは、中心市（能代市）が策定するものですが、策定に

あたっては、次の検討会、懇談会で協議・検討します。 

 【定住自立圏構想検討会】 

   各市町の職員で構成し、協定に規定する取組や、ビジョンに位置づける具体

的な事業等を検討します。 

 【定住自立圏共生ビジョン懇談会】 

   懇談会では、共生ビジョンに盛り込むこととされている圏域の将来像や、医

療、福祉、産業振興、公共交通等の分野ごとに位置づけようとする具体的な取

組案に対し、ご意見やご提言をいただきます。 

 

２．策定のスケジュールについて 

 

１０月：次期共生ビジョン素案の検討・作成（検討会） 

１０～１１月：次期共生ビジョン素案の協議・検討（懇談会） 

本日：次期共生ビジョンたたき台の協議・検討（懇談会） 

１２～１月：次期共生ビジョン素案のパブリックコメントの実施 

３月：次期共生ビジョン策定 

２月：次期共生ビジョン案の協議・検討（懇談会） 

１月：次期共生ビジョン案の検討・作成（検討会） 


